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業類型は切断（素材の主軸に対し横位 、切断）
（ ）、 、 、 、素材の主軸に対し縦位 削り 刻み 穿孔
研磨に分けられるが、特に切断作業において
特徴的な加工痕が指摘できる。
切断（横位 ： 打割痕、 擦切痕、 打撃痕） a. b. c.
（ノミ状の痕跡）

















































































14Ｃ前半、江戸か 、越前火桶１（15Ｃ 、瀬） ）
戸瓶子２（13Ｃ 、瀬戸仏花瓶１（13Ｃ 、唐） ）





























































































































条里遺跡では幅 ～ の大溝で区画された微10 13m
高地内には約 基の土坑群が発見されたが、400
この土坑群の多くは大量の土器・炭化物を含
んでおり、祭祀行為終了後の廃棄廃棄土坑と
考えられる。炭化物を含んでいることから推
測すれば、廃棄に際して「焼く」行為も伴っ
ていた可能性も高い。
